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Abstract

HIV-1 に感染した日本人血友病患者におけるCD4+ 細胞数が200 ×
106/l以下に低下してからの臨床的AIDS無発症期間の解析
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　HIV-1に感染した日本人血友病患者129人につい

て，CD4+細胞数が200×106 /l 以下になった日（ti）

から1987年疾病対策およびCDC定義に準じた臨床

的AIDS発症までの期間を解析した。臨床的AIDS
の累積発症をKaplan–Meier法および比例危険モデ

ルによって解析した。取り上げた共変量は， tiでの各

患者の年齢，CD4+およびCD8+細胞数，IgG・IgA・

IgM・GOT・GPTの血清中レベルであった。抗レト

ロウイルス治療を開始した時期も考慮した。 ti後の

50％AIDS無発症期間はCDC II期の患者では3.00年

（95％信頼区間（CI）0.49～5.51）およびCDC III期

の患者で1.71年（95％CI, 0.66～2.76）であった（有

意差あり，p＝0.0013）。 tiでCDC II期であった患者

の中では，IgAの高値は tiから臨床AIDS発症まで

の期間の短縮と強く関連しており（p<0.0001），IgA
の 1.0 g/l増加に伴う相対危険率は 1.35（95％CI,

1.11～ 1.64）であった。日本人血友病患者で臨床

AIDSが発症するまでの期間は，CD4+細胞数が200
× 106/l以下まで低下した後でも，広く分散してい

る。HIV-1感染患者の治療および看護を決定する際

は，この点を考慮すべきである。
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